














3月 、欠席のまま同小学校を卒業。 4月 、鶴岡市立第二中学校に入学。10月
頃より通学開始するも、数学など皆目わからず。





1952年   4月 、名称変更により鶴岡南高等学校所属となる。明治期の「文学界J同人
であった戸川秋骨・馬場孤蝶の子孫にあたる戸川・馬場両教諭に国語の授業
を受ける。





1955年  4月 、早稲田大学第一文学部国文学専修に入学。 6月 、クラス雑誌『樹海』
発刊、創刊号に「ふるさとの人 J々を 発表。窪田章一郎教授の紹介で『まひ
る野』 9月 号に短歌を4首、10月 号に2首掲載。12月 、『樹海』 2号 に「断
想J、 「六ツの呆話J、 「廃句Jを発表。
1956年   この頃、先輩・友人と同人雑誌を企画し、構想を練るため新宿を飲み歩くも




1957年   4月 、服部嘉香教授の定年退職により、修辞学の担当がのちにお茶の水女子
大学学長となる波多野完治に交代。講義内容の文章心理学を知り興味を抱
く。 6月 、『樹海』 5号 に創作「鹿一T Sに捧ぐ」を発表。12月 、『樹海』
6号 に創作「ルビーJお よび短文「好きなもの」を発表。
1958年   11月 、波多野完治の推挽により、〈講座コトバの科学〉第 5巻 『コトバの美
学』 (中 山書店)に最初の論文「フハ/1の 美とカー句読蕉のノど`ど列 を発
表。この頃、柳田泉教授を三鷹市深大寺の自宅に訪ねる。









く。8月 、『読書科学』11号 に最初の学会誌掲載論文「サ1■端康成 /ご力″るス
物描写上 (非会員のため波多野完治との共同執筆の形とする)を発表。11
月、のちに妻となる人の父 久保田梅夫 死去 (享年52)。
1960年   小林英夫教授の言語学特殊講義を履修。のちのプリンストン大学教授牧野成
一、早稲田大学教授となる小黒昌一を識り、3人で小黒の下宿で定期的に読
書会を開く。また、小黒らと文学作品の英訳を試みる。
1961年   学習塾の講師となり、のちに私塾を開き、数年続ける。
1962年   9月 、国際基督教大学語学科非常勤助手となり北條淳子担当の授業を1コ マ
見学後、自ら日本語教育の授業を行う。
1964年   3月 、大学院修士課程を修了。修士論文の主査時枝誠記教授、副査岡―男教
授・辻村敏樹教授。4月 より国際基督教大学語学科の専任助手となる。




1966年   2月 、吉田道場の早朝の寒稽古に通う。 3月 末、国際基督教大学の助手を退
職し、日本語教育の仕事から離れる。4月 、東京写真大学 (現 東京工芸大
学)専任講師として工学部に所属、「文学」を講ずる。この頃、弓道三段の
免状を受ける。
1967年   3月 、『文体論研究』11号 に「i東洋のヵ の文章」を発表。同月末、わずか
1年で東京写真大学を退職。 4月 、国立国語研究所員。文部教官の身分とな
る。国語教育研究室に配属。武蔵野美術大学造形学部基礎デザイン学科非常
勤講師 (～ 1977.3)。 10月 、筑摩書房の『言語生活』誌の 〈目〉欄を担当
(～ 翌年 3月 )。
1968年   4月 頃、東久留米の公務員住宅に移る。8月 、『言語生活』に くわたしの読
んだ本〉浜田健二『放送文章』を発表。12月 、『国語研究』26号 (國 學院大
學)に 「連接方式から月た文体の剣風 を発表。同月30日 、長男誕生、友
と命名。











葉町の武者小路実篤邸 (現 実篤記念館)を 訪問。
1970年   1月 、『国立国語研究所年報』20に 「中学校の教科書における漢字の出現状
況」を報告。同月、『言語生活』に く書斎訪問〉11「武者小路実篤一この道
より我を生かす道なし」および 〈録音器〉「書道 くらぶ」を発表。 2月 、
『月刊 文法』に「文体印象の分穐 、日本国語教育振興協会の『日本語研
究』創刊号に「表現にお″必/7本言吾らιざ/ご つい倒 を発表。4月 、『読書
科学』47・ 48号 に「り|1端丈グの力誉″ノ
Lスタ表現の″用 、『言語生活』に
く録音器〉「ただいま日本語授業中Jを 発表。 7月 、小金井市東町 1丁 目23
番地18号 に家を新築して移り住み、現在に至る。8月 、『言語生活』の合評





1971年   1月 、學燈社の『国文學』に にVと ごとグニキヤンチフク~ズ のZ喩的麦
刻 、『言語生活』に く言語社会時評〉「現代語における漢字の役割Jを 発
表。 2月 、『言語生活』に 膨 鯰となたψJ、 〈言語社会時評〉「名こそ個人
のものJを 発表。 3月 、『読書科学』49・ 50号 に「メ|1端文学の方法(2‐■遺妻





1972年   1月 、『言語生活』に く人とことば〉「大岡昇平」、く録音器〉「日曜のテイー
タイムJを 発表。 2月 21～ 23日 、予備調査のため野元菊雄と鶴岡に滞在。
同月、〈録音器〉「八丈の風Jを発表。3月 6～ 15日 、鶴岡市で本調査を実
施のため鶴岡ホテルに滞在。*調査結果の分析は1974年 3月 刊の『地域社
会の言語生活』で報告。 4月 、日本語教育学会編集委員 (～ 19857)











1973年   3月 、岡崎市での言語調査に参加。*調査結果の分析は1983年 3月 刊の『敬
語と敬語意識』で報告。 5月 、大修館書店の『月刊 言語』に「Z_―~への文






1974年  5月 、表現学会シンポジウム「文体はいかにして生成されるか」講師 (於
愛媛大学)。 同月、明治書院の敬語講座『明治・大正時代の敬語』に 階 ″




す。 9月 、『表現研究』20号 に「文体の笙格をめぐ
°
っ司 を発表。
1975年   前年末より本年春頃にかけて大都市の言語生活の調査に参加。*調査結果の
分析は1981年 3月 刊の F大都市の言語生活』で報告。4月 、言語行動研究部
第一研究室の室長に昇格。 9月 、『国立国語研究所年報』26に 「現代語の比




1976年   筑摩書房の企画で作家を歴訪、F言語生活』 1～ 12月 号に 〈現代文学のこと
ば 1～ 12〉 として連載。 1月 13日 、御茶ノ水の山の上ホテルで小島信夫に
インタビュー。 2月 5日 、上野池の端の円地文子邸を訪問。3月 5日 、鎌
倉市雪ノ下の永井龍男邸を訪問。同月25日 、鎌倉市扇ケ谷の里見弾邸を訪
問。4月 30日 、小田原近郊下曾我にある尾崎一雄邸を訪間。5月 、『表現学
論考』に「文体分析の方測 を発表。同月21日 、川崎市三田の庄野潤三邸
を訪問。 7月 21日 、赤坂のホテル ニュージャパンで田官虎彦にインタ
ビユー。同月30日 、八王子市子安町の瀧井孝作邸を訪問。8月 20日 に次男
誕生、城と命名。同月27日 、大塚護国寺裏の網野菊宅を訪問。 9月 、『国立
国語研究所年報』27に 「現代語の表現の文体論的研究Jを 報告。10月 29
日、鎌倉市雪ノ下の小林秀雄邸を訪問。11月 15～ 18日 、日立製作所の日立
工場・多賀工場で面接調査を実施。12月 、『日本語教育』に「研修の持ち
分Jを 発表。
1977年   2月 、国立国語研究所報告57『比喩表現の理論と分類』 (秀英出版 *現在
は大日本図書扱)を 公刊。 5月 、明治書院の 〈現代作文講座〉8『文章活
動の歩み』に「大正時″の文章活動Lを発表。 6月 、日立製作所の社内報
『ばんぼん』135号 に「“ことばの乱れ"考」を発表。同月21～ 23日 、日立製
作所大阪営業所 。大阪商品営業所・多賀工場京都分工場で面接調査。 7
月、三省堂の 〈講座日本語と文化・社会〉3『ことばと文化』に「■ヒ域の





月、く編著〉『作家の文体』 (筑摩書房)、 『比喩表現辞典』 (角 川書店)を 公
刊。この年頃より、高等学校国語教科書編集委員 〔明治書院〕 (～ 2000
頃)。 編集委員在任中に 〈共編〉『基本国語』く新修版〉〈新版〉〈最新版〉各
I・ Ⅱ、『精選国語』〈新修版〉〈新訂版〉く二訂版〉各 I・ Ⅱ、『高校生の国
―-182-―
語』 I・ Ⅱ、『精選新国語』現代文編 I・ Ⅱ、同 古典編 I・ Ⅱ、『国語表
現』、『現代語』を刊行。
1978年   1月 19日 、企業内敬語の実態を探る一環として大阪市で店舗内面接調査を実
施。 3月 、尾崎一雄『ペンの散歩』(中 央公論社)に 尾崎一雄との対談が
「わが文学随感」として収録される。4月 、『文學界』に「その日の作家た
ち」を発表。同月、実践女子大学文学部非常勤講師 (～ 19803)。 5月 、
『言語生活』の 〈座談会〉「文体、このふしぎな聞い」の司会を務める。同




1979年   3月 、『名文』(筑摩書房)を公刊。4月 、早稲田大学第一文学部非常勤講師
(～ 19823)、 相模女子大学文学部・短期大学非常勤講師 (～ 19813)。 同
月、有精堂の く論集 日本語研究〉8『文章・文体』に「文体の性格をめ
ぐって」が収録される。インタビュー時の談話が同月17日 、北海道新聞に




″Jを発表。同月、「感情表現辞典』(六 興出版)を公刊。 9月 、小学館の
F総合教育技術』誌に「わが著書を語る『名文』」を発表。同月、『言語生
活』の く座談会〉「作文で人間の何がはかれるかJの司会を務める。
1980年   4月 、早稲田大学第二文学部非常勤講師 (～ 19813)、 青山学院大学文学部








て、8月 末に帰国。8月 、至文堂の『国文学 解釈と鑑賞』誌に 膨物竹″家
の表現ま́″一努言推敲D務力ヽらJを発表。10月 25日 、小金井図書館で市民を
対象に「悪文から名文へ」と題して講演。11月 、『言語生活』に「文章作法
よD展望 を発表。同月より翌年 1月 まで田川飛旅子主宰の句誌『陸』に
〔比喩と映像 1～ 3〕 として「火のイメージJ「水のイメージJ「風のイメー
ジ」を連載。この年かその前後に小沼研究室を訪問し、のちに小黒昌―の案
内で小沼丹邸を初めて訪間、以後たびたび訪ねる。
1981年   1月 、〈共編〉『角川新国語辞典』(角 川書店)を 公刊。第一企画の『マスコ
ミュニケーションと広告』誌の創刊号に「新聞文章の″″Jを発表。同月、





発表。同月11日 、図書新聞に く書評〉大野晋 浜西正人編『角川類語新辞
典』を発表。同月21日 、北海道新聞に く書評〉井上ひさし『私家版日本語
-183-
文法』を発表。 5月 28日 、朝日新聞紙上に く研究ノート〉「表現の摩擦」を
発表。 6月 、『言語生活』に レ 然とιでのダ J́を 発表。 7月 、く共編〉
『ないた赤おに一波多野完治氏とわたし』を刊行し、「茶色のベレー」を執
筆。8月 、日本翻訳家養成センターの『翻訳の世界』誌に「否定 といラク
スグッ例 を発表。 9～ 10月 、岩波書店の『文学』に「文体の標準とな/Z/




1982年   1月 、東京法令出版の『月刊 国語教育』誌に「黙 ノ■ヽガの文内 を発表。
2月 、明治書院の く講座 日本語の語彙〉6『近代の語彙』に「夏目敵石の
房利 を発表。 3月 、く共著〉国立国語研究所報告73『企業の中の敬語』(三
省堂)を公刊。4月 、早稲田大学大学院文学研究科非常勤講師 (～ 1986
3)、 早稲田大学専攻科非常勤講師 (～ 19863 *専任として1990.3ま で
担当。)。 5月 、『早稲田文学』に く手紙の博物誌〉「一手有情―小沼丹氏と将
棋」を発表。 8月 、明治書院の 〈講座 日本語学〉7『文体史 一』に「〃
κズ通文の成立上を発表。10月 、東京学芸大学教育学部非常勤講師 (～
1984.3)。 同月、河北病院の看護専門学校の非常勤講師 (～ 1983.3)の 第一













の『日本語学』に「国言吾教 訂 ごおグ必″ハグックの問題ゝを発表。3月 、
早稲田大学『専攻科文集』に「おことわりJを 発表。4月 、〔高等学校検定
教科書〕『国語表現』 (第 一学習社)に、『名文』より「極楽寺門前 (上林










解釈と鑑賞』に「太宰′台の文列 を発表。 7月 、文春文庫版の安岡章太郎
編『私の文章作法』の解説を担当。 8月 、『月刊 国語教育』に「よい文章









く共編〉講座 日本語の表現2『 日本語の働き』を公刊。3月 、明治図書の
『中学校国語指導法講座』5に 「文学教材と支体多数 冽 を発表。同月、
文化庁の くことばシリーズ〉20の 『文章の書き方』の く座談会〉「文章の書






解釈と鑑賞』に「井上ひさιの言言吾世列 を発表。11月 〈編著〉講座 日本
語の表現4『表現のスタイル』(筑摩書房)を 公刊。その中の「名文散策J





1985年   1月 、『日本語学』に「濱用夕と■iヒ喩表現L、 明治書院の『研究資料 日本文
法』に「〃κズの修制 を発表。 3月 、早稲田大学『専攻科文集』に「年
齢Jを発表。4月 、『日本語のレトリック』中の「日本人の表現」が 〔高等
学校検定教科書〕『国語 I』 (学校図書)の教材として採用。同じ「日本人の
表現」の別の箇所が 〔高等学校検定教科書〕『総合国語 I』 (角 川書店)の教
材として採用。5月 、〈共編〉講座 日本語の表現1『 日本語の働き』を公
刊。6月 、『日本語学』に「比喩の分類/銀ひ ろ問題抄ゝを発表。7月 、『H
本語教育』の「あとがきJを 執筆。 9月 、『言語生活』に「文章言売本と文
″Jを発表。11月 、『国文学 解釈と鑑賞』に「オ字′台の期 を発表。12
月、『木太刀』に俳句が 1句掲載。この頃、国語学会キーワード委員。





の雑誌『文章設計』 1号 にく名文の散歩道 1〉 「井伏鱒二『鯉』Jを 発表。
同月、『木太刀』に俳句が2句掲載される。5月 、『わせだ国文ニュース』に
「新任教員自己紹介」を執筆。 5月 17日 、文教大学国文学会で「文体の風
景Jと 題して記念講演 (於 越谷)。 6月 、教育出版センターの『表現学人




『ILT NEWS』 80号 に「早稲田ラプソデイーJを発表。同月、『木太刀』に
俳句が2句掲載。10月 9日 、『早稲田ウイークリー』にくインタビュー〉「文
章を斬る」を掲載。11月 、『國文學』臨時増刊号 【文章表現セミナーA― Z】
-185-
を編纂し、「いい文章のままヂ像 お だ例 を発表。同月、『国文学 解釈と
鑑賞』別冊 【現代文学研究 情報と資料】に %の 風角 、ゝリヨービ印
刷の「アステ』誌 4号 に「句読点の表現効果Jを発表。
1987年   1月 、く共編著〉『日本文芸鑑賞事典』全20巻 (ぎ ょうせい)(～ 19886)を
公刊し、各巻の「作品中の言葉の用例」を執筆。 1月 17日 、早稲田大学国語
教育学会で記念講演 (於 小野講堂)。 2月 、『木太刀』に俳句が2句掲載さ




表現 を発表。 6月 、国語教育学会の『国語教育研究』 7号 に講演筆録「視
点を映す表現Jが掲載される。11月 、『國文學』臨時増刊号 【日本人のため
の 日本語セミナ】を編纂し、「表現の `″ '」 を発表。同月、学生生活セン
ター刊行の『新鐘』37号に く私の薦めるこの一冊〉「小沼丹『藁屋根』・福原
麟太郎『チャールズ・ラム伝』 庄野潤三『陽気なクラウン・オフィスロ
ウ』Jを 執筆。12月 、夏の公開講座 (於 大隈小講堂)の講演内容を、『講座
日本語教育』23分冊に「語感のひろ″ゞク」と題して発表。
1988年   1月 、早稲田大学大学院『文学研究科紀要』33輯に「言語表現に狂泌 ″点
の口 を発表。3月 、『専攻科文集』に「円熟Jを発表。4月 、語学教育
研究所より日本語部門が独立して日本語研究教育センターが発足し、所属変
更となる。同月、〈共編著〉『外国学生用 日本語教科書 上級 I』 (早稲田
大学日本語研究教育センター)お よび『外国学生用 日本語教科書 上級
Ⅱ』 (早稲田大学日本語研究教育センター)を公刊。〔高等学校検定教科書〕
『国語 I』 く新版〉(学校図書)に 「日本人の表現Jが教材として掲載され
る。 5月 、大修館書店の『日本語百科大事典』に「比喩表現」「辞書の評
価Jを 発表。この頃、徳島県高校国語教育学会で記念講演 (於 池田高
校)。 同年 (奥付に刊行月の記載なし)、 明治図書刊『国語教育研究大事典』
|こ 「比喩」「波多野完治J「小林英夫Jを発表。
1989年   2月 、『国文学 解釈と鑑賞』に「有島武良Sの文″一 カ移 女プの比喩表現
から」を発表。 3月 、桜楓社の『日本語概説』の「表現と文体Jと 題する
章を分担執筆。同月、『専攻科文集』に「『立春の卵』余聞の余分」を発
表。 7月 、『国文学 解釈と鑑賞』に「//・yの文章¬グレ も現代 /N」 を発
表。 8月 6日 より初めての欧州観光旅行 (～ 817)。 フランス・イタリ




1990年  2月 、明治書院の 〈講座 日本語 と日本語教育〉『日本語の語彙・意味
(下 )』 に「光喩 と発想法上を発表。 3月 、第一文学部文芸専修の『蒼生』
に「ミドルベリー日本語学校」、『専攻科文集』に「知らぬが仏」を発表。
同月8日 、読売新聞本社で「文体の中の表現技法」と題して講演 (こ だま
の会)。 4月 、大学院文学研究科に日本語日本文化専攻が新設され、中村研
究室がスター ト。同月、く共編著〉『外国学生用 日本語教科書 中級』
I・ Ⅱ Ⅲの各試行版を発行。同月、『国文学 解釈と鑑賞』に「鰐崎藤村
の文が一 /焚ガ
=歎
生きのス体描写の一鰐風 を発表。6月 10日 、表現学
会で「笑いのレトリックJと 題して記念講演 (於 広島大学教育学部)。 7
月、小学館の『波多野完治全集』 1巻 に く著作解説〉『文章心理学』を発
―-186-―
表。『表現研究』52号 に「実いだつい例 を発表。12月 、小学館の く群像日
本の作家 16〉 『井伏鱒二』に『作家の文体』から く作家に聞く〉「遊Jと
して再録。同月、『國文學』臨時増刊号 【文章作法便覧】を編纂し、「発想
の光必好   
『
孝と蒸列 を発表。
1991年   2月 、NHKブ ックス『文章をみがく』 (日 本放送出版協会)を公刊。 3月 、
読書新聞に 〈私の新刊〉『文章をみがく』を執筆。同月、『日本語レトリッ
クの体系一文体のなかにある表現技法のひろがり』 (岩波書店)を 公刊。 4
月、く共編著〉日本文体論学会編『文体論の世界』 (三 省堂)の編集幹事を
務め、「文が″力 77/必 ″///″ とま刷 を発表。 6月 、アルクのインタ
ビューを受け、『月刊 日本語』誌に「いい文章を書 くために」として掲
載。8月 13日 、都立教育研究所で都立高校の国語教師を対象に「文学作品




(～ 199310)。 12月 、妻の母 久保田冨美子 死去 (享年83)。 この年度に
國學院大學の入試に著作から出題される。
1992年   3月 、早稲田大学国文学会の『国文学研究』106号 に「要求表現 /fお ゲZ″
遇形式の例 、岩波書店の『阿部昭集』11巻 の月報に「文体のことなどJ
を発表。同月、く共編著〉『日本語史の諸問題』 (明 治書院)を 公刊 し、「文
体概念の変題 を発表。 4月 、お茶の水女子大学文教育学部非常勤講師
(～ 19943)。 6月 、『国文学 解釈と鑑賞』に「//1″秀雄の文列 を発
表。 7月 、『日本語センター報』 8号 に 〈新刊自己紹介〉『文章をみがく』
『日本語レトリックの体系』を執筆。8月 、明治書院の応用言語学講座 4
『知と情意の言語学』に「喜怒夏薬のごと/期 を発表。8月 2日 、第二次
の欧州観光旅行 (～ 815)。 フランス・ベルギー ドイツ・オース トリ
ア・ハンガリーを歴訪。10月 、岩波書店の くシリーズ授業 2〉『国語Ⅱ』
に「言言吾感覚 をみ″ゞ ぐ―表現論の
'秒
ら″業を騰評 チるJを 発表。11月 、
『国文学 解釈と鑑賞』に「森鵬夕物 ズ本一感清表現・〃孵表現 を所″と
″夕 するJを 発表。同月16日 、日本語研究教育センター教務主任 (～
194411)。 同月、『表現力を高める辞典一思いを伝えることば2000』 (PHP
研究所)を 公刊。12月 、冬学期より国際基督教大学語学科非常勤講師 (～
2006. 3)














公刊。 7月 、F日 本語学』に く新刊自己紹介〉『集英社 国語辞典』を執
筆。 7月 26日 、よみうリホールで開かれた近代文学館主催の文学教室で井
伏鱒二について講演。 9月 、大阪大学文学部非常勤講師 《集中講義》。同
月、『日本語学』に「省略の鋼 を発表。同月、岩波セミナーブックス
『日本語の文体一文芸作品の表現をめぐって』 (岩波書店)を公刊。10月 、
早稲田大学国文学会評議員 (～ 現在)。 11月 、『国文學』臨時増刊号 【日本
語の現在一現代語、何が問題か ?】 を編纂し、巻頭に「′本語力婆 った
`例 を発表。12月 、『武蔵野文学』41号 に「〃士ひざι √′家製 文章″
次ノ励」を発表。この年よリーツ橋文芸教育振興財団評議員 (現在に至
る)。
1994年   1月 、『日本語センター報』に く新刊自己紹介〉『感情表現辞典』『日本語の
文体』を執筆。3月 、く共編〉『ノ」ヽ論文ノー ト (大学受験用)』 (三 省堂)を
公刊。4月 、〈共編著〉〔高等学校検定教科書〕『精選 新国語Ⅱ』 [現代文
編](明 治書院)に 「文学に学ぶ修辞 表現と効果」を執筆。6月 、『国文




念講演 (伊香保泊)。 7月 、講談社文芸文庫の小沼丹『小さな手袋』の「ス
と作品ゝ を執筆、「年譜J「著書目録」を作成。 8月 、中公新書『センスあ
る日本語表現のために一語感について』 (中 央公論社)を 公刊。11月 16日 、
日本語研究教育センター所長 (～ 19981115)。 同月29日 に山形新聞に くわ
たしのやまがた論 8〉「古い町の伝統」、同紙30日 に くわたしのやまがた








筆。4月 、『感覚表現辞典』 (東京堂出版)を 公刊。同月、山梨文学館の井
伏鱒二展に際し『風貌姿勢』別冊に「井伏さんと私」といった内容の小文
を寄せる。同月、〔高等学校検定教科書〕『新編 現代文 I』 (大修館書店)
に「表現を選ぶJが教材として採録される。同月、大学院文学研究科日本
語日本文化専攻主任 (第 一次 ～19993)。 5月 、ちくま新書『悪文一裏
返 し文章読本』 (筑摩書房)を 公刊。 6月 、NHK庄内教室の文章講座を担
当。同月26日 、母校の鶴岡南高校で全校生徒を対象に「思考と表現Jと 題
して講演。 7月 、『比喩表現辞典』〈増補版〉(角 川書店)を公刊。 7月 17
日、山形新聞に「ことばの乱れ考 (上)一ら抜き現象の浸透」、同紙同月18
日に「ことばの乱れ考 (下)一たかが「ら抜きJで はないJを連載。 7月
22日 、信濃追分の谷川のほとりに新築成った山小屋 (通称「せせらぎ亭J)
に家族全員初めて滞在。8月 、く監修〉『日本語表現に自信がつく本』(PHP






「″ハグンクの 物 ‐ /場 っちゃんノの表現構造 と伝達効果Lを発表。12
月、F月 刊 言語』に「よヒ喩麦〃と潜用表現上、早稲田大学の『Wact』 誌に
「手紙の風景Jを 発表。12月 2日 、岡山大学における法とレトリック研究
会で「H本語レトリックの方法と効果」と題して講演cこ の年度に関西大
学 。日本大学短期大学部の入試に著作から出題。
1996年   1月 、『蘇る』誌に「もらって嬉しい手紙の書き方J、 F航跡』 2号 に「ほく
ろJを 発表。 3月 、『文章プ国のための 日本語表現活用辞典』 (明 治書
院)、 く共編〉『ノjヽ 論文ノー ト (推 薦・就職試験用)』 (三 省堂)を 公刊。同
月、『表現研究』63号 に「今井文男氏に詫びる件Jを 執筆。同月、く講演筆
録〉「日本語レトリックの方法と効果J(法 とレトリック研究会)が出る。
4月 、山梨英和短期大学非常勤講師 《夏期集中講義》 (～ 20033)。 同月、
中島昭『演習・文章表現』 (門 土社総合出版)に 『日本語の文体』の一部が
「日本語と英語」と題して再録される。 5月 、F早稲田フォーラム』73号 に
「『改革』の登音Jを 発表。 6月 、『たとえことは辞典』 (東 京堂出版)を 公
刊。同月、『表記』13号 に「諸護の″ハグンクJを 発表。同月、NHK庄 内教
室にて「あじわいのある文章へJと 題して講義。 8月 、横綱柏戸の鏡山部
屋より初めて大相撲の番付届 く。 9月 、『日本語センター報』に「浅酌微
吟Jと く新刊自己紹介〉『たとえことば辞典』を執筆。この年より鶴岡総合
研究所研究顧問 〔山形県鶴岡市〕 (現在に至る)。 この年度に茨城県立高
校 。中央大学の入試に著作から出題。
1997年   1月 、『日本語学』に「ユーそアの文体謝 、『群像』に「なつかしき夢―小
沼文学の風景Jを発表c同 月、『住友マネジメント』誌に 〈著者と1時 間〉
『センスある日本語表現のために』が掲載される。 2月 、『文章力をつけ
る』 (日 本経済新聞社)を 公刊。同月、F文 学研究科紀要』42輯 に「″ っ
ちゃκプのスタ″引 、『航跡』 3号 に創作「卒塔婆Jを発表。3月 、旧著
を大幅増補して、ちくま学芸文庫版『作家の文体』 (筑摩書房)を公刊。同
月、『人物表現辞典』 (筑摩書房)を公刊.同 月、『早稲11文学』に「//・ IR文
グの実いとヽ 愁一文 ″/」 つい司、『国文学研究』121号 に く書評〉野村雅昭
『落語のレトリック』を発表。 5月 、『文章の泉』 (お うふう)に 『名文』
の一部が再録される。 6月 、中央公論社の雑誌『GQ』 に『人物表現辞典』
に関する 〈インタビュー)が「文章表現のヒントを満載した実用性高い一
肝」 という見出しの記事として掲載される。 7月 1日 、日本経済新聞に
「人物描写に作家の個性」を発表。 9月 、ちくま新書『文章工房』(筑摩書
房)を 公刊。 9月 頃、『日本語センター報』に「休演Jを執筆。10月 18日 、
国語學会で「文体と表現をめぐる断想」と題して記念講演 (於 山形中央
公民館ホール)。 予稿集に「文//tと 表現 をめぐる翫層ゝ として講演内容の 一








1998年   1月 27日 、藤沢周平の文体に関する文章が山形新聞に「〈顔ん好≠の魅力〉
い機 のX//い た′レ'ズ利 という見出しで掲載される。3月 、文化庁の く新
「ことば」シリーズ 7〉『文章表現の工夫』に 陽イ の文章″おF7%ク ス
グックJを発表。4月 、〔高等学校検定教科書〕『新編 現代文』(三省堂)
|こ 「日本語の表現Jの 冒頭部分が「雨の日の車内アナウンスJと 題して教
材に採られる。 5月 、『井伏鱒二全集』第21巻の月報に「テープ供養」を発
表。6月 、『日本語研究教育センター紀要』11号 に「″ダ´″多/【 百番ヂ今一
文体
'す
よヒのための覚割 を発表。同月、日本文体論学会代表理事 (～ 2000.
6)。 8月 3日 、豪州のケアンズに観光旅行 〔西尾珪子・カッケンブッシュ




(於 名古屋 愛知女性総合センター)。 12月 、『航跡』 5号 に創作「街角
の秋Jを 発表。この年度に長野県立高校の入試に著作から出題される。
1999年   3月 、く編〉表現学大系各論編15『現代小説の表現 二』 (教育出版セン
ター)を 公刊。同月、『国語教育研究誌』35号 に 〈講演筆録〉「文章表現の
方法と効果」が掲載される。同月、鶴岡南高校の同窓会発行の『鶴翔』誌
に「旬花酒湯そして情Jを発表。同月、中村研究室の機関誌『回帰線』を
発行 し、 1号 に「ゼミに歴史あり」を発表。6月 、早稲田大学国語学会代
表委員 (～ 20015)。 同月12日 、日本文体論学会 (於 カリタス女子短期
大学)の シンポジウム「『雪国』の文体」の司会を務める。同月、『名文作






月』創刊 2号 |こ 「銀座あちこち」を発表。同月、『わせだ国文ニュース』に
審査委員長として「空穂賞のお知らせ」を執筆。12月 、く共編=代表編者〉
『テキス ト 日本語表現』 (明治書院)を 公刊。うち「編者のことばJ「 と
びらエッセイ」および第 I章 「表現のよろこび」を執筆。同月、『文藝家協
會ニュース』580号 に「誤算」、『航跡』 6号 に創作「またたくJ「徳川宗賢
氏に詫びる件」を発表。この年度に広島県立高校の入試に著作から出題。
2000年  2月 、F文学研究科紀要』45輯 に「//b鳳丹 安 手さんるの″の文あ名ガー ノ7
と′α孵 と /霧中時計Jだおr7/る 主述関係の調査から」を発表。4月 、大
学院文学研究科日本語日本文化専攻主任 (第二次 ～2003.3)。 同月、ちく
ま学芸文庫『現代名文案内』 *『名文・名表現 考える力 読む力』の再
編補筆版 (筑摩書房)を公刊。 5月 、『徳川宗賢さんの思い出』に「徳川宗
賢氏に詫びる件Jを掲載。6月 、『国文学 解釈と鑑賞』に「積光本電―の文
―-190-―
″下/74/彰ア との文寸比調査から」を発表。 9月 、く共編著〉『集英社 国語
辞典』第二版 (集英社)を公刊。「新しい時代に向けて」 (第 二版編者のこと
ば)を新たに執筆。10月 2日 、The D“ ly Yomltl五 に『集英社 国語辞典』
第二版に関する 〈インタビュー〉記事が [Dk■onary ed■or's work is never





員として『新編 国語総合』『精選 国語総合』『新編 国語表現』『精選
国語表現』等を刊行。この年度に山形県立高校・錦城高校・埼玉高校・水戸
葵陵高校・中央大学の入試に著作から出題。
2001年   1月 、『日本語学』に く新世紀の日本語を考える〉「″と彼女のな/Zそめ″J
を発表。4月 、アルクのインタビューを受けた際の談話が『月刊 日本語』
誌に く著者に聞く〉『日本語案内』として掲載される。 8月 17日 、青森県高
校国語教育学会で「笑いのレトリック」と題して記念講演 (於 黒石 松安
閣)。 10月 、『日本文芸の表現史』 (お うふう)に レ ダオタの月台動一 /″
〃プから 励 赦策ノヘJを発表。同月30日 、尾道大学国語国文学会最後の大
会で「日本語の笑いJと 題して記念講演 (於 尾道大学)。 11月 、明治書院
の現代日本語講座 2『表現』に「修辞体系とよヒ喩ゝを発表。同月21日 、大分
県高校国語教育学会で「現代日本語事情―ことばのセンス」と題して記念講
演 (於 佐伯)。 この年度に三重県立高校・横浜学園高校 聖パウロ学園高
校 相愛高校・京都 精華女子高校 大阪女子学院高校 上宮高校・東北学
院大学・國學院大學・関西大学の人試に著作から出題される。
2002年   1月 、『航跡』 8号 に連載小説「ミドルベリー日本語学校」の第 1回 を発
表。2月 、『文章読本 笑いのセンス』 (岩波書店)を 公刊。4月 、弘前大
学教育学部非常勤講師 《夏期集中講義》 (～ 20043)。 同月、『日本語研究
教育センター紀要』15号 に「吉野君と大手さん //1″″′伝4ヽガ″おゲろ
″点の微差Jを 発表。 5月 、ちくま学芸文庫『文章作法入門』 *『文章
力をつける』の文庫化 (筑摩書房)を 公刊。10月 、中公新書『日本語のコ
ツ』 (中 央公論新社)を 公刊。11月 16日 、ことわざ研究会で「日本語の比
喩」と題して講演 (於 武庫川女子大学)。 同月21日 、私立高校の国語教師
を対象に「文章の技一悪文～名文」と題 して講演 (於 市ヶ谷 アルカ
デイア)。 12月 、『手で書き写 したい名文』 (角 川書店)を公刊。同月、近代
語学会の F近代語研究』11集 に「勝実皮″グ レ'一井κ簿ニロ懇 1年品の
√ウやなや麦〃 の諸例 を発表。この頃、く監修〉『国語表現 活動マ
ニュアル』(明 治書院)を 公刊。この年度に高槻中学 。東海大学菅生中学・
三重県立高校・京華女子高校・獨協大学の入試に著作から出題される。
2003年   1月 、『航跡』 9号 に「ふるさと二題」および創作「ミドルベリー日本語学





発表。 4月 、筑摩書房の『ちくま』誌に「感文一致のすすめ」を発表。 6
―-191-―
月、『日本語学』の 〈新刊クローズアップ〉『日本語のコツ』を執筆。同月
11日 、群馬県高等学校国語教育研究会で「ことばと笑いJと 題 して講演
(於 前橋 上毛会館)。 7月 、く共編=代 表編者〉『テキス ト 日本語表
現』 *ワ ークブック付 改訂版 函入 (明 治書院)を 公刊。8月 、『国文
学 解釈と鑑賞』に「′舌賀直所の文//1 Aヽを 発表。 9月 、父 中村茂雄




2004年   1月 、『航跡』10号 に創作「ミドルベリー日本語学校 3」 を発表。 2月 、『文
学研究科紀要』49輯に「//1已ヽ 随筆の実い=比噺ン斧 務ルt″麦〃の連想を
´′ど、/司 を発表。4月 、山梨英和大学人間文化学部非常勤講師 (夏期集中講
義 ～20063)。 5月 、角川文庫版の夏目漱石『こ ろヽ』に「あらすじ」と
「解説 、ゝ夏目漱石 『坊っちゃん』、森鴎外『山椒大夫・高瀬舟 阿部一
族』、中勘助『銀の匙』にそれぞれ「あらすじJを発表。 6月 、角川文庫版
の遠藤周作『海と毒薬』に「あらすじ」を発表。同月、く共編〉『ノlヽ 沼丹全
集』全 4巻 (未知谷)を 公刊開始、9月 に完結。その第四巻に「小沼丹年
譜Jを作成して掲載。同月8日 、 2年 ほど前に続き三浦哲郎邸を再訪。12
月、『航跡』11号 に倉1作 「ミドルベリー日本語学校 4～ 8Jを 一挙掲載。こ
の年度に学習院高等部・日本大学豊山高校・専修大学附属高校・広島大学・
東京経済大学・帝塚山学院大学・金蘭短期大学の入試に著作から出題。
2005年  3月 、〈共編著〉『表現と文体』 (明 治書院)を公刊。うち「文学と文列 を
執筆。同月、『文藝春秋』臨時増刊号『言葉の力』に レタタのタクー務 の
夕のスタ3を発表。同月24日 、八王子の社公園墓地A区 5側 10号 に建墓
(須藤石材 緑宝石)。 4月 、〔高等学校検定教科書〕『現代文Ⅱ』 (大修館
書店)に 『日本語案内』の一部が「ニユアンスの文法」と題 して教材に採
用される。 5月 、『日本語学』に「〃へ言吾の光喩―研究 のメごと夢をめぐる
翫性 を発表。 7月 、〈共編〉『ノJヽ 沼丹全集』補巻 (未知谷)を 公刊。 8
月、角川文庫版の樋ロー葉『たけくらべ・にごりえ』に「あらすじJを 発
表。 9月 、『センスをみがく 文章上達事典』 *『名文作法』の増補再編
索引付事典化 (東京堂出版)を公刊。同月、内容見本に「『三省堂 類語新




堂 類語新辞典』 (三省堂)を 公刊。編纂作業のほか、「序にかえて」「本辞
典の編集方針と特色」「本辞典の引き方J「本辞典のきまりJを 執筆。同




譜 く青春やや延長編〉Jを新規掲載。同月、『航跡』誌 1～ 12号 が国立国会
図書館に逐次刊行物として収蔵される。長年の禁を破ってテレビ出演し、
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「怒るJと 「叱る」の違いをTBSで 説明 (ク リスマスに自宅で録画)。 この
年度に岡山県立高校・山口県立高校・静岡大学・高知大学・日本大学・大
東文化大学・東京国際大学 (3学部)の 人試に著作から出題される。
2006年   1月 、『日本語センターニュース』に「早稲田ラプソデイーふたたび」を発















《掲 載 雑 誌 未 詳》「手紙のセンスJ




[2006年 3月 15日 現在]
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